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「
一
流
の
人
と
は
、
真
心
の

あ
る
人
。
」
そ
し
て
「
私
を
使

っ
て
下
さ
い
、
志
願
し
て
い

ま
す
。
」
等
、
決
心
の
強
さ
と

奇
跡
の
体
験
に
感
激
と
感
動

の
連
続
で
し
た
。
素
晴
ら
し

い
出
会
い
に
心
か
ら
感
謝
。

 

菊池氏

 

《
二
十
二
年
一
月
十
五
日
の
新
春
特
別
百
名
М
Ｓ
》 

講
師
に
、
菊
池
峰
子
氏
（
ム
ー
ン
リ
ヴ
ァ
ー
代
表
）
を

お
招
き
し
、
『
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
奇
跡
は
い
つ
も
隣
合

せ
』
を
テ
ー
マ
に
、
七
十
一
名
の
参
加
者
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
お
話
し
の
中
で
「
一
人
で
出
来
る
こ
と
は
小

さ
い
け
れ
ど
、
思
い
が
強
け
れ
ば
願
い
は
叶
う
。
」
ま
た
、

《
二
十
一
年
十
ニ
月
二
十
五
日
の
М
Ｓ
》 

川
口
市
倫
理

法
人
会
、
清
水
知
明
会
長
（
神
里
建
設
㈱
）
を
お
招
き
し
、『
縁

に
生
か
さ
れ
て
』
を
テ
ー
マ
に
「
母
か
ら
、
正
直
に
生
き
な

さ
い
。
父
か
ら
は
、
心
に
余
裕
が
必
要
、
無
理
し
な
い
こ
と
。

と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
」
等
の
話
し
が
心
に
響
き
ま
し
た
。 

《
二
十
二
年
一
月
八
日
の
М
Ｓ
》 

本
年
初
め
て
の
、
Ｍ

Ｓ
は
、
丸
山
敏
秋
理
事
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
中
村
猛
会
長

が
代
読
さ
れ
、
続
い
て
会
員
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
こ
と
で
、

参
加
者
の
皆
様
か
ら
「
今
年
の
抱
負
」
を
中
心
に
決
意
発

表
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
（
順
不
動
） 

・ 

茂
木
：
職
場
の
教
養
を
積
極
的
に
配
布
・
活
用
す
る
。

・ 

山
上
：
健
康
第
一
。
出
来
る
こ
と
は
直
ぐ
や
る
。 

・ 

永
野
：
誓
い
の
言
葉
の
実
践
に
取
り
組
む
。 

・ 

小
野
：
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
思
い
を
伝
え
る
。

・ 

猪
狩
：
感
謝
・
明
朗
・
反
省
の
心
を
持
つ
。 

・ 

米
山
学
：
最
高
に
元
気
、
最
高
の
一
年
に
す
る
。 

・ 

佐
々
岡
：
内
な
る
元
気
を
目
指
し
、
結
婚
す
る
。 

・ 

浅
野
：
Ｍ
Ｓ
に
必
ず
参
加
し
、
一
社
仲
間
を
増
や
す
。

・ 

酒
場
：
時
間
を
無
駄
に
せ
ず
、
自
ら
発
信
し
頑
張
る
。

【 

二
月
の
行
事
予
定 

】 

◆ 

「
会
員
研
修
会
」
の
ご
案
内 

四
日
（
木
）
十
九
時
～
二
十
時 

法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー 

㈱
Ｍ
Ｉ
Ｔ 

大
園 

義
友 

 

テ
ー
マ

『
丸
山
敏
雄
の
読
書
と
趣
味
』 

◆ 

「
役
員
会
」
十
日
（
水
）
十
九
時 

◆ 

モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー 

・
五
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

大
友 

義
友
（
役
職
等
は
前
記
） 

テ
ー
マ
『
徳
福
一
致
の
経
営
～ 

 

こ
こ
に
倫
理
が
あ
る
』 

・
十
ニ
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

さ
い
た
ま
市
浦
和
倫
理
法
人
会 

相
談
役 

小
山 

福
松 

テ
ー
マ
『
気
づ
き
（
運
命
自
招
）
』 

・
十
九
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

三
郷
市
倫
理
法
人
会 

 

 

副
会
長 

柏
原 

正
昭 

テ
ー
マ
『
つ
ね
に
闘
う
人
で
あ
れ
』 

・
二
十
六
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 
 

越
谷
市
倫
理
法
人
会  

幹
事 

関
根 

隆
弘 

 
  
 

テ
ー
マ
『
人
生
も
仕
事
も
常
に
修
業
』 

・ 

宇
田
川
：
健
康
第
一
の
一
年
と
す
る
。 

・ 

寺
尾
：
一
万
メ
ー
ト
ル
を
、
一
時
間
内
で
走
る
。 

・ 

太
陽
：
趣
味
も
道
楽
も
仕
事
も
普
及
の
一
年
と
す
る
。

・ 

浦
野
：
良
い
組
織
、
笑
顔
と
時
間
を
大
切
に
す
る
。 

・ 

仲
：
目
標
無
く
し
て
継
続
無
し
。
明
る
く
楽
し
く
。 

・ 
米
山
照
子
：
ラ
ジ
オ
体
操
を
毎
日
続
け
る
。 

・ 

原
田
信
也
：
夫
婦
円
満
。
親
孝
行
を
三
回
以
上
実
践
。

・ 

松
田
：
商
売
は
三
方
良
し
。
人
の
為
に
尽
く
す
。 

・ 

今
井
昇
：
心
と
心
の
付
き
合
い
を
大
事
に
す
る
。 

・ 

渡
辺
二
郎
：
完
全
燃
焼
。
百
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
の
完
走
。

・ 

関
根
：
心
で
聞
き
、
心
で
見
る
、
自
分
が
資
源
と
な
る
。

・ 

北
原
：
家
族
に
感
謝
。
後
継
者
を
育
て
る
。 

・ 

原
田
秀
一
：
４
Ｋ
。
（
健
康
・
孝
行
・
貢
献
・
越
り
ん
）

・

北
嶋
：
毎
日
、
二
キ
ロ
以
上
走
る
。

《
会
場
変
更
の
お
知
ら
せ
》 

二
月
か
ら
会
場
が
変
更
、「
ら
ぽ
ー
れ
」

に
戻
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
無
い
よ

う
に
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。 

清水氏

 

 

関根氏の「万人幸福の栞」輪読、 

21 年最後の MS に 43 名が出席。 
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 平成２２年度「倫理経営講演会」が２７３名の参加者のもとで開催され大成功！ 

 平成２２年１月２１日（木）、ベルヴイギャザホールを会場に、埼玉県内のトップを切って開催されま

した「倫理経営講演会」は、参加者目標２５０名を大きく上回る２７３名の方のご参加を頂きました。 

第一部では佐藤幹事の進行、中村会長の挨拶、そして㈱関根エンタープライズの皆さんによります元 

気一杯の素晴らしい朝礼実演、そして社団法人倫理研究所法人局普及事業部：東海・北陸方面：副方面 

長の泉憲治氏から「日本創生の心―希望は心の太陽であるー」をテーマに、ご指導を頂戴いたしました。

第二部では原田副会長の司会で、中村会長の挨拶に続き、高橋越谷市長、米山東南地区長の挨

拶に続き、湯田相談役の乾杯で懇親会が始まりました。懇親会にも１５３名の方が出席され、講

演会の余韻を楽しむ会話が随所に聞こえてました。また「お花のプレゼント抽選会」でも盛り上

がり、美味しい料理と合わせて、皆様に喜んでいただけたのではないでしょうか。そして、北原

京子専任幹事の締めの挨拶で閉会となりましたが、本当に皆様方には、心から感謝申し上げます。

 

平成２２年度「役員紹介」その５ 

 

倫理法人会「会員心得」 

１．朗らかに働き、喜びの人生

を創造します。 

２．約束を守り、信頼の輪をひ

ろげます。 

３．人を愛して争わず、互いの 

繁栄をねがいます。 

（企業に倫理を職場に心を） 

泉 氏 《 １月２２日（金）、第１３０５回のモーニング・セミナー 》 

倫理経営講演会講師の泉憲治氏によります、『実践あるのみ』をテーマに「恩

の遡源（そげん）をはじめ、恩の意識、父母の思い、生命源」そして｢最も大

切な、わが命の根元は両親である。｣等の、ご指導をいただきました。感謝。

会員スピーチでは、原田慎也会員が「富士研の体験報告」として、①笑顔の

挨拶②元気な返事③妻に感謝、喜ばれることの実践、以上３つの誓いを披露。 

 坂本 浩延 （日本印相講師会） 

いろいろな経験・体験豊富です。 

山下 良雄 相談役 （㈱山下工

務店）いつでも笑顔です。*^_^* 

今回を持ちまして、役員および事務局の紹介を終了いたします。お気軽にお声を掛けて下さいね。 
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